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I 緒 品震
山形県の庄内砂丘地におけるイチゴの 栽培面積は180
haで，県全体の約半分を占める19). これまで主として
露地およびトンネ早熟栽培であったが，最近ではビニー
ルパイ プハウス内での無加温早熟，加温早熟および長期
株冷蔵抑制栽培が主流となり，イチゴはハウス内で長期
関連作されるようになった.
このような作型の変化にともない， 1980年頃からイチ
ゴの地上部の生育が抑制され，収穫期に萎ちょう，枯-死
する株が続出するようになった.このため著しい減収を
招き，栽培上大きな障害になっている.
同じような症状は，1975年福岡県北部のイチゴ栽培地
帯で発生した.1976年木曾られにより急性萎ちょう症と
された.同時期に西日本の各産地にも広く発生し，イチ
ゴ根腐萎ちょう症と命名された18) 本症の原因と して土
嬢病原菌4)7)1町線虫υなど各種の要因があげられている
が，現在原因不明とされていゐペ
本研究では酒田市浜中地区を中心に，庄内砂丘地での
イチゴの事きちょう枯死症状に関する実態調査を行ない，
既報問〉の根腐萎ちょう症との対比同定を行なった.さら
にその原因の推定を試み， 2， 3の実験を行なったので，
その結果を報告する.
実験に当り，種々の御教示を賜った本学部高橋喜夫元
教授，後藤岩三郎教授，斎藤澄子技官，現地調査に種々
便宜をいただいた若松幸夫酒田農業改良普及所長 (現山
形農試場長)，酒田農業改良普及所大場裕子普及員(現藤
島農業改良普及所)，ならびに Cylilldl'ocarρ011sp.の菌株
を分譲下さった野菜試験場久留米支場木曾姶病害研究室
長 (現植物防疫協会)の各氏に謝意を表します.
11 庄内砂丘地におけあイチゴの婆ちょう，枯死に
関す~実態調査
殻初に庄内砂丘地におけるイチゴの萎ち ょうおよび枯
死に関する実態調査を行ない，既報110巾〉問5)同〉の根腐事き
ちょう症との対比同定を行なった.
1.閥査地および方法
調査地は酒田市浜中地区で7戸のi農家 (A，B， C， 
D， E， F， G)のハウスおよびトンネル早熟栽培(ほ
場No.で表示)について行なった.Dの3と4のハウス
を除き，いずれも 4年以上イチゴを連作していた.作型
はピニーノレパイプハウス内の長期株冷蔵抑制栽矯(以下
株冷栽壌と絡す)，ハウス早熟栽培(早熟栽培)，ポリエチ
レンで被覆するト γネル早熟栽培(トンネル栽培)であ
った.栽培様式は株冷と早熟栽培では畦巾 60cm，畦高
30cm，株間 18cm，ト γネル栽培では各々 1m， 10cm， 
24cmでいずれも 2条植であった.品種は宝交早生，盛
岡19号，ジャ γボで宝交早生では茎頂培養によって得ら
れたウイルスフリー株も用いられていた.
各ほ場のイチゴ約5万株について萎ちょう株，わい化
株，根および根の周辺の土壌(以下土壌と略す)の線虫
数， pHな調べた.イチゴは外側の業全体が生気を失な
い，萎ちょうおよび枯死した株を萎ちょう株とした.ま
た草丈を 30cm以上， 20~30 cm， 10~20 cmおよび 10
cm未満の 4段階に分け，各々 0，1， 2， 3の数字で
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第 1表 イチゴのわい化および萎ちょうなどの障害に関する現地ほ場調査
萎ちょう株数 わい化株数 土壌 線虫2) 連作作 型 品 種 調査株数Il
(%) (%) pH 根 |土壌 年数
株- 冷 盛岡 19号 1，600 116( 7.3) 33( 2.1) 7.7 307 82 5 
" H 2，000 147( 7刈 204(10.2) 7.5 一3) 7 
" " " 211(10.6) 53( 2.7) 7.3 " 
" 宝交早生 1/ 22( 1.1) 36( 1.8) 1/ 
" " " 33( 1.7) 20( 1.0) 7.3 82 23 " トγネル 盛岡 19号 1，840 18( 0.9 41( 2.1) 7.2 113 30 
株 冷l盛岡臼 …|日6(8川一 ;IJ 早 熟ジャンボ 1，550 73( 4.7) I 67( 4.3) 一
株 冷 主主岡 19号 1，450 19( 1.3) 250(17.2) 7.3 29 
" 宝交早生 2，200 27( 1.2) 50( 2.3) 
" ジャ γ ボ " 160( 7.3) 58( 2.6) 60 早 紫l 盛岡 19号 1，000 O( 0 ) O( 0 ) 7.2 29 
" " " O( 0 ) O( 0 ) トンネル " 760 5( 0.7) 3( 0刈 6.9 281 
" 盛岡(株冷) " 7( 0.9) 147(19.3) 7.5 183 
" 宝交(フリ-) " O( 0 ) 。(0 ) 
" ジャンボ " 2( 0.3) 6( 0.8) 
株 冷 宝交早生 1，160 45( 3.9) 4( 0.3) 6.6 150 
" ジャソボ " 。(0 ) 20( 1.7) 7.0 49 早 索i " 1，280 O( 0 ) 。(0 ) 
" " " O( 0 ) O( 0 ) トγネル 盛岡 19号 760 78(10.3) 18( 2.4) 6.5 34 
η 宝交(フリー) " O( 0 ) O( 0 ) 
" ジャ γ ボ " 。(0 ) 4( 0.5) 6.4 4 
株 冷 宝交早生 1，840 48( 2.6) 166( 9.0) 7.0 41 
" " 1，190 59( 5.0) 624(22.2) 7.3 154 
" 宝交(フリー) 650 。(0 ) 。(0 ) 7.4 64 
11 1 1，840 O( 0 ) O( 0 ) 
早 熱 ジャンボ 1 210(11刈 101( 5.5) 
トンネル 盛岡 19号 " O( 0 ) 4( 0.5) 
株 冷 主連岡 19号 2，000 251(12.6) 125( 6.3) 
" 宝交早生 " 38( 1.9) 51( 2.6) トγネノレ 盛岡 19号 780 2( 0.3) 5( 0.6) 
株 冷 宝交早生 1，040 5( 0.5) 10( 1.0) 
" ジャンボ 1，160 7( 0.6) 79( 6.8) 早 索t盛岡 19号 1，900 201(10.6) 26( 1刈 6.6 147 
1)調査株数はうね数x1うね当りの株数によって算出し10の位までの概数とした.
2)線虫数の測定には根 5g，土嬢 50gを供試した.
3)ーは測定しなかったことを示す.
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表示した. 2， 3の段階に属する株をわい化株とした.
線虫数はベールマン法6)(25"C， 48時間)， pHは日立一堀
場.，-MS型 pHメーターで調べた.調査は1983年4月28
日から5月29日まで行なった.
2.結果
調査結果は第1表の通りである.f乍型では9月上旬に
定植し， 10~11月と 4~5 月に収穫する株冷栽培が多か
った.萎ちょうは先づ前期収穫 (10~11月)の後半に発
生した.ほ場によって遠いが見られたが，概して株冷に
多く早熟やトソネノレ栽培で、は少ない傾 向が見られた
(A3， B 1， F 1).品種では盛岡19号で多く発生し(A1，2，
3; B 1， F 1)ついでジャ γボ (B2，C 3， E 5)，宝交早生
(D 1， E1， 2)の1闘であった.しかし， f乍型やほ場によっ
ては盛岡19号でも発生しないところがあった(C4，5).宝
交早生のウイルスフリー株では株冷， トシネノレ栽培とも
に発生しなかった (C8，D6， E3， 4).
萎ちょう株の果実は光沢を失ない，成熟が不充分で闘
ぐ商品価値が著しく低下した.萎ちょう株は収穫後再び
生長するが，生育不良で・わい化しやすい傾向があった.
後期収穫 (4~ 5月)に再び萎ちょう枯死することが観
察された.同一ハウス内での発生分布は特定の部位に集
中することはなく，ハウス全体に発生した.わい化は定
植後から開花期前までの時期に発生した.わい化と萎ち
ょうの発生との関係を第2表に示した.ほ場A3の場合，
わい化程度3に属する株が93株で， 36株 (38.7%)が萎
ちょうした.わい化程度が小さくなるにともなって，萎
ちょう株の割合も小さくなった. ほ場B1でも同じ傾向
が見られた.
根は収穫期には健全株，萎ちょう株ともに黒変した.
しかし， その後健全株では新しい2次根を多数発生し
た.これに対して萎ちょう株では納根の腐敗，離脱が多
く新根の発生は非常に少なかった.
土壌 pH はほ場によって異なり 6.4~7.7の伎で， pHと
萎ちょうやわい化との聞に特別の対応関係は見られなか
った.線虫の密度も同様にほ場によって異っていたが，
萎ちょ うやわい化との聞に一定の対応関係は見られなか
った.連作年数では D3， 4が1年で萎ちょうもわい化
も発生じなかった. しかし，その他は4年以上の連作ほ
場であり，年数が長いほ場ほど事きもようやわい化が多発
する傾向が見られた.
3. まとめ
以上，今回の調査結果は次のように要約できる.(1) 
萎ちょうの発生時期が収穫期である.(2) 萎ちょう株は
外仮.~の楽が光沢と生気を失って垂れ下がり，果実の成熟
肥大も不充分で図い.(3) 品種や作型によって発生の割
合が異なり，ウイルスフリー株には発生しない.(4) 連
作3年以上のほ場で発生する.(5) 根は黒変し細根の腐
敗，離脱が多く新根の発生が少ない.
これらの結果と既報山)J)8)9>J5>J6)のイチゴ根腐萎ちょ
う症と対比同定したところ， 酒田市浜中地区のイチゴの
萎ちょうやわい化の症状は根腐萎ちょう症と同定され
た.
III イチゴ根腐萎ちょう痕の発生要因の検討
1.クロルピクリンによ否土壌消毒と根腐萎ちょう症
との関係
これまで、の報告によれば，本症の発生には土擦に生息
している各種微生物が関与することが示唆されてい
る1)4)7)1日.これを確めるためにタ ロルピクリシによる土
壌消毒を行ない， 本症の発生を調べた.
(1) 材料および方法
酒田市浜中地区のイチゴ連作ほ場で，例年本症が激発
しているピ、ニーノレハウス(6mx25m)を使用した.処理
区はクロルピクリ γ処理区，クロルピクリソ処理後に普
第2表 イチゴのわい化と萎ちょうの発生
十ま 場 A 3 』ま 場 B 1 
わい化程度。
萎株ち ょ数う 萎のち割ょう合株わい化株数 わい化株数 萎株ちょ数う 萎のち割ょう株合
3 93 36 38.7% 309 150 48.5% 
2 380 80 21.1 706 378 53.5 
1 792 64 8.1 630 173 27.5 。 683 29 4.2 38 。 。
1)わい化程度 0:草丈30cm以上， 1: 20~30 cm， 2: 10~20 cm， 3: 10 cm未満
3 
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土石灰を 10a当り 100kg添加した区，および苦土石灰
を同量添加した区の 3区とした. クロJレピクリンは1983
年8月8日.15cmの深さの部位に 900cm2当り 5.5ml
を注入し，直ちにビニールで被覆した.10日後ガス抜き
を行なった.イチゴの品種は宝交早生で苗質はA.株冷
ウイルスフリ .ーB.株冷非フリー. C.早熟ウイルス
フリー.D.早熟非フリーで第1図のように配置した.
25m 
1区 (クロルピクリシ処理+ 21X (クロルビクリン処J!)音土E灰滞加}
o I cI A I日| o I cI A I B I 
I A I B I 0I c I A I B I 0I cI 
6m 
3区{苦土15fJe>草加1 4区(j量処 J!)
o I c A I B I 101 c I A I B I 
o 日 oI cI I A I B I 0I c
第 1図試験区の構成
苗は処理区当り30株の2反復で畦幅 60CIl.陛高 30Cl1. 
株間 18Cl1の2条値とした.定植はBが9月5日.Aが
9月10日.CとDが10月12日に行なった.施)J巴は7月下
旬10a当り鶏糞 1t. 8月22日ロング 100(くみあい被覆
燐硝安加理100)80kg.ダイヤアミノ 160kg.リサーJレ有
機(高密度植駿J注目巴)240 kgを施用した.本症の調査は
1984年5月1日から 6月13日まで，前項と同様にイチゴ
の萎ちょう株，わい化株数を調べ本症の発生率と した.
(2) 結果
第 3 表に結果をまとめた.前期j以後 (10~11月) にク
ロノレピクりソ処理して背土石灰を添加した区の株冷非フ
り}株に 1株，普土石灰添加区の株冷ウイルスフリーt;¥
に 21朱本症が発生した. 後期収穫(4~5 月)では， 苦土
石灰添加区と無処理区の早熟非フリー株に各々 9株.16 
株に本症が発生した.しかし.!Jロルピクリソ処理区で
は苦土石灰の添加に関係なく ，本症は発生しなかった.
わい化株の発生は土嬢の処理の違いによる差は少なく ，
むしろ苗質によって違いが見られた.すなわち株冷，早
熟の非フリー株に多くウイノレスフリー株では少なかっ
T乙.
(3) まとめ
タロノレピクリンを土壌に施周し， 本症の発生を調べ
た.無処理区のウイルスフリ ー株に本症は発生しなかっ
たが，非フリ ー株では発生すること，土嬢消毒した殺菌
土壌ではウイルスフリー，非フリー株ともに発生しない
ことが明らかにされた.本症の発生と密接に関係してい
るわい化株の発生は各処理区とも株冷，早熱の非フリ ー
株に多く，ウイルスフリ 株ーでは非常に少なかった.こ
のため，わい化株の発生はイチゴのウイルス汚染に強く
依存しているように思われた.
2. イチゴ根腐養ちょう症擢病株から分離される糸状
菌および線虫
前項で土壌の生物的要因が本症の発生に関係している
ことが示された.そこで，本症の発生と土壌中の糸状菌
および線虫との関係を知るために，イチゴの根および土
壌から糸状菌および線虫の分離を行なった.
(1) 材料および方法
第3表 土擦のクロルピクリソ処理と萎ちょう株およびわい化株の発生との関係
症 状 萎ちょう株数
万と
ク苦 タ 苦 無
ロ ロ
ノレ 土 ノレ 土
ピ+ ピ 処
ク 石 ク 石
リ リ
ン灰 ン 灰 理
A.株冷ウイルスフリ ー 。 。 21) 。
B.株冷非フリ ー 11) 。。 2 
C.早熟ウイルスフ リー 。 。 1 。
D.早熟非 フ リー 。 。 9 16 
1 o 12 18 
1)は前期収穫期の萎ちょう株数を表わす.
4 
わ い化株数
ク苦 ク 苦 無
ロ ロ
ノレ 土 ノレ 土
ピ+ ピ 処
ク石 ク 石
リ リ
ン灰 ン 灰 理
2 。 。 1 3 4 
3 9 7 11 13 40 
1 。 1 。。 1 
25 7 8 6 3 24 
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最初に実態調査を行なった:./農家 (A，B， C， D， E， 
F)の25ヶ所のほ場から試料在採取した. すなわち，株
冷栽培，早熟栽培， トγネノレ栽培の各イチゴの中からわ
い化および萎ちょう株を各々29株，37*来を採取し糸状菌
および線虫の分離を行なった.なお健全株15株について
も同様に調べた.糸状菌の場合，黒変および褐変してい
る根の切片(約 3mm)と根冠部の切片(約 3x3x2mm3)
を作製し供試した.?首法によりこれらの切片を表面殺菌
後， PSA培地上に静置した. 25 0Cで 4~7 日間培養 し，
組織片から生育してくる糸状菌の種類および分離頻度を
調べた. まずこj線虫数は糸状菌の分離に用いた伺ーの根
および土壌から前項と同様の方法で測定した.また，同
じ土嬢を用い pHも河様の方法で測定した.
(2) 結果
糸状菌:結 果を第4表にまとめた.Fusariu/Il sp， 
Rhizoclollia sp，および集落の形態から同一種と考えられ
る糸状菌(未同定菌A，unidentified fungi A， UIF， Aと
略す)が優占的に分離された.本菌.は PSA培地上に緑色
の集落を形成した.その後，柄子殻様の器官を形成しそ
の中に惰円形の分生胞子を多数形成した.Fusariul/l sp. 
はわい化株，萎ちょう株の根冠部から分離されたが，健
全株からは分離されなかった. しかし，根からは健全株
でも萎ちょう株と同様に分離された• Rhizoctonia sp.は
萎ち ょう株の根から高い割合で分離された.また UIF，
Aは Fusariul/lsp.と同様に根冠部から分離された.こ
第 4表 イチゴの根からの糸状菌の分離
部位1)分離
イチコの l 板 初過重根量期)分離菌
症 状根冠部(黒変部) ( 
健 全 0% 9% 2% 
5 2 FusariulIl オつ い化 6 sρ. 
萎ちょう 7 9 2 
健 全 2 9 7 
7 。Rhizoclol/lia オつい化 1 st. 
萎ちょう 4 19 8 
1 健全 。 3 
8 1 
未同定菌 A
わい化 1 
4 
(UIF. A) 
萎ちょう e 9 1 
10 健全| 15 11 
4 3 
未河定菌 B わ い化 7 
7 1 
(UIF. B) 
萎ちょう | 2 
1) 1株当り根冠部は4切片，根は10切片を供試した.
5 
の他各々形態の兵なる集落を形成する 3~4 種類の糸状
菌群(未同定菌 B，unidentified fungi B， UIF， Bと略す)
が分離された.
線虫 :線虫は供試のすべての根や土嬢から 分隊され
た(第5!;i受).株やほ場によってその密度に差異が見られ
たが，株の萎ちょ うやわい化と線虫の密度との問に一定
の対応関係は見られなかった.
土壌 pH:土壌 pHは本症の発生と関係なく， イチゴ
適正 pH である 5.5~6.0日を上まわる 6 .6 以上の値を示し
た.ハウス栽培およびトンネル栽培の土壌の関で， pH 
の値に差異は見られなかった.
(3) まとめ
本実験で Rhizoctoliasp.， Fusariu/Il sp.， UIF， Aがイ
チゴの根から分離された.これらの糸状菌は根部や根冠
部などの部位によって分離頻度が異なる傾向が見られ
た.また，九州地方で根腐萎ちょう症権病株から高い頻
度で分高位されるCylilldrocarρ01/.Sp.4河川〉は分離されなか
った.線虫はすべての根から分離されたが本症の発生と
線虫密度との間に一定の関係は見られなかった.
3. イチゴの惹果処理と分離菌の接種試験
イチゴの着果処理と根から分離した菌株の接種試験を
行ない，根腐萎ちょう症の発生を調べた.
(1) 材料および方法
1983年7月30臼盛岡19号の非フリー株を仮植， 10月30
目黒色ビューノレポット(径 15cm)に定植した. ポッ トに
は未耕地の砂を入れ，ポット当り 1株値とした.
供試菌t土次の 5菌である.
FusariulIl sp. 1 PSA培地で小型分生胞子を形成す
る.
Fusarium sp. 2 PSA 培地で大型分生胞子を形成す
る.
Rhizoclonia sp. 1 PSA培地で白色のコロニ}を形成
する.
Rltizocfonia sp.2 PSA培地で茶色のコロニーを形成
する.
CyliJ/drocarρ011 sp. 農林水産省野菜試久留米支場よ
り分談された菌株.
UIF， AおよびBは今回の接種には用いなかった.
Fusarium sp川 Cylindrocaゆ011sp.はPSA斜面培地で
250C， 10臼間培養した. その後， 50mlの水を加え胞子
けん濁液を作製し株元に穣注して接種しf.:.Rhizoctonia 
sp.は径 9cmのシャー レ4枚の菌そうを 600mlの水に
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第5表 イlチゴの根の周辺の土壌および根からの線虫の分離
ノ、 ウ ス 栽 培 ト ン ネ ノレ 栽 培ほ
萎ちょう株 わ い化株 健全株 萎ちょう株 わい化株 健全株
場 土壌1) 根1 土壌 根 土援 根 土壌 根 土壌 根 土嬢 根
162 465 40 133 22 205 28 33 15 43 61 28 
75 603 111 128 13 9 6 58 41 10 
A 47 208 16 16 
29 115 
11 64 
100 14 66 75 613 75 118 789 79 161 185 204 
B 336 44 93 32 
62 30 5 29 
93 84 217 182 34 19 122 22 202 31 
C 68 118 61 17 14 4 
29 43 163 65 
568 165 443 68 
D 405 80 536 355 
330 67 
12 102 44 140 53 
E 62 41 16 221 
62 80 
Flmぺ17 139 I 
1)線虫数は根 5g，土援 50gあたりの数である.
第6表 イチゴの根から分離した糸状菌の接種試験
事き ち よ う株数 根の黒変程度Il
接 種 菌
着果区 苦土石灰区 無着果区 着果区 芳土石灰区
FusariulIl sp. 1 2 2 。 3.4 3.4 
FusariulIl sp. 2 1 1 。 3.2 3.3 
RhizoctonIa sp.1 1 1 。 3.3 3.3 
Rhizoctonia sp.2 1 。 。 3.4 3.6 
Cylindrocarton sp. 2 2 。 3.7 3.2 
無 主妥 種 区 1 2 。 3.4 3.5 
1)根の黒変程度は10株の指数の平均で示した.
5: 100%黒変， 4:80%，3:60%，2:40%，1:20%
0:黒変なし
無着果区
1.0 
1.0 
1.0 
1.0 
1.0 
1.0 
けん濁し， 鉢当り 20mlを濃注した.処理は供試菌の胞
子けん濁液を滋注した区を着果医とした.イチゴの花芽
を開花前に摘除して無着果にし，同様に滋注した区を無
着果区とした.また， pHが6.5以上にすると本症が発生
しやすいことりから，ポット当り苦土石灰 5gを加えて
pHを6.2から6.7に修正して滋注した区を苦土石灰区と
6 
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した.処理区当り10株のイチゴを供試した.接種は1984
年3月27日， 4月6日の2回行なった. 6月17日株を掘
取れ萎ちょう株数および根の黒変額度を調べた.根の
黒変程度を100%，80%， 60%， 40%， 20%の5段階に
分け，各々 5，4，3，2，1の数字で表示し恨の蒸変
程度とした.なお，褐変していないものを0とした.
(2) 結果
分離菌株を接種した場合，着泉区では菌の種類に関係
なく 1~2 株に萎ちょうが発生した.また収穫終了時の
6月上旬には根の黒変が起こった.これらは無接種区で
も同じ程度に発生し，苦土石灰区でとくに多発すること
はなかった.これに対して無着果区では萎ちょうの発生
はなく，根の黒変程度も少なかった(第6表).
(3) まとめ
今回の接種試験で萎ちょうの発生や根の黒変が菌の種
類に関係なく起こった. しかし，無接種区でも同程度に
起こり，接種区との聞に義兵は見られなかった.この事
実から本症の発生には糸状菌などの土壌微生物的な因子
に加え，他の要因が密接に関与しているものと推察され
Tこ.
IV考察
山形県庄内砂丘地のイチゴ栽培において，作型の変化
にともない1980年頃からわい化，萎ちょう，枯死などの
症状が発生し，その対策が強く要請されている.同じよ
うな症状は1970年代に九州や四国のイチゴ主産地でも発
生し，イチゴ根腐萎ちょう症と命名された16) 今回沼田
市浜中地区で実態調査を行なったところ，いずれも 3年
以上連作しているほ場であること，これらの障害は果実
の肥大期から収穫期に発生すること，本症に擢病したイ
チゴの根は巣変し，細根が腐敗消失していること，革勢
が衰退してわい化し，その後萎ちょうすることが確認さ
れた.これらの症状を比較検討した結果，すでに報告さ
れているイチゴ根腐萎ちょう症1)4)1)と同定された.本症
の原因として土壌病原菌4〉7〉15〉，生理的要因8)18)などが上
げられているが，いずれも証明されたものはなく現在不
明とされている.
今回の実験でグロルピクリ γで土壌消毒した場合，イ
チゴの生育はおう盛でウイルスフリーおよび非フリ}株
とも本症の発生は見られなかった.しかし，無消毒土壌
(対照区)ではウイルスフリー株には発生しなかったが，
非フリー株には発生した.
最近，イチゴに生育障害や収量の減収が起こり，栽培
7 
上大きな問題となっている22) これはイチゴがウイルス
に汚染されていることによるといわれている 17沌幻.この
ため茎頂培養によってウイルスフリーの株を作り，この
ような障害を回避している 11) 当地区でも宝交早生で、ウ
イルスフリー株が栽培されているが，このウイルスフリ
ー株には本症は発生しなかった.これらのことは本症の
発生に土壌の生物的要因に加えて，イチゴのウイルλ汚
染が何らかの形で関与していることを指摘している.こ
のためウイルスフロー株を用いることにより本症はかな
り効果的に防除できることが明らかとなった.
九州地方では連作年数の増加にともなって土壌の pH
も高くなり，本症の発生率も高くなる4)14).今回の実験
で背土石灰を添加して pHを高くした区で，特に萎ちょ
うが多くなるとはかぎらず， pHの影響を明らかにする
ことはできなかった.しかし， pHが高くなるにつれて
イチゴの根の亜鉛吸収が低下する.そのため根群の
RNA，IAAなどの生成が低下し根の伸長を阻害するとい
われている山.このことは，高い pHは根の伸長に対し
て何んらかの影響を与え，間接的に本症の発生を助長す
る可能性が考えられる.
我国でイチゴに寄生することが認められているネグサ
レセンチュウは，キタネグサレセソチュウ Pratylenchus
tenetrans，クルミネ グサレセンチュウ P.vulmls， P. 
crenatusの3種類である2). 今回，分離されたセ γチュ
ウは同定しなかったが，本症と線虫の密度との聞に一定
の関係は見られなかった. 牛山ら18)は線虫による被害
部に，土壌病原菌が二次的に寄生して根腐れを助長する
ことを指摘している.病原菌と線虫の複合作用は他の
Fusarium1丙3)でも知られており，本症に対する線虫の役
割はさらに追跡する必要がある.
これまで，イチゴの根には糸状菌が生育していること
が知られている.Watanabe et a120lii Rhizoctonia sp.， 
Fusarium sp.， PythiUtn sp.の3種の糸状菌が優勢菌で
あると報告している.今回の実験でも Rhizocloniasp.， 
FusariulIl sp.が常に分離された.しかし，九州地方で高
い頻度で分離されるのlindrocarton Sp.4)7l15)は分離され
なかった.これは本菌が地域性の性格21)を持つことに由
来すると考えられる.これらの分離菌株を接種したとき
本症は発生したが，無接種区でも同様に発生した.この
ことから病原糸状菌が本症の発生に関係しているが，そ
れは単独でなく他の要因と結合して関係していると披察
される.
根はイチゴの果実生産に密接に関係し，その役割が強
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調されている 10)12) しかし，促成栽績や株冷栽培など同
一株で2回も収穫を行なう新しい作型の根の研究は少な
い.1982年永嶋ら叩)，峰岸ら12)は促成栽培のイチゴの根
を用い，果実と根の聞で同化産物に対する競合関係があ
ることを指摘している.今回摘花により着果を制限した
株では，根は白色で健全であり本症も発生しなかった.
しかし，着果を制限しない株ではイチゴの株自体になり
疲れ16);iJ;起こり，根の黒変腐敗による衰退が認められ，
果実と根が同化産物に対して競合していることが示唆さ
れた.和i根の腐敗消滅が果実や下位築の摘除で回復す
る8)ことは，このことを支持するものであろう.これら
のことから，本症は根の生理的活性が低下しその根の機
能以上に着果するために，イチゴ自体が衰退し多発する
ものと推察される.
今回の実験から，イチゴ根腐萎ちょう症の発生重要因は
第2図のように要約できる.結局，イチゴの株はウイノレ
第2図 イチゴ根腐葉ちょう症の発生関連図
ス汚染によって生育不良となる.さらに多量の果実の成
熟肥大によって，なり疲れI引を引き起こし根の活性も低
下する.その状況に土壌中の病原菌が侵入し，さらに根
の活性低下を誘発する.この結果，根腐萎ちょう症が発
生するものと考えられる.
v *商要
1980年頃から山形県庄内砂地で，イチゴにわい化， 萎
ちょう，枯死などの障害が発生した.これらの障害とす
でに報告されている根腐萎ちょう症と対比同定を行な
い，さらに発生要因に関する 2，3の実験を行なった.
1.本症に権病したイチゴは収穫期の後半に，なり疲
れ症状を曇しながら萎ちょうしs枯死する.根は黒変
し，納根が腐敗消滅していることが多かった.萎ちょう
はわい化株が多いときに発生率が高い傾向が見られた.
この他の種々の症状から，庄内砂丘地のイチゴの障害は
8 
根腐萎ちょう症と同定された.
2. !Jロノレピグリンで消毒した土壌では，ウイルスフ
リーおよび非フリーの株とも本症は発生しなかった. し
かし，消毒しない無処理土嬢では非フリー株に発生し
た.
3. 本症擢病株の根から Fusariu1I1sp.， Rhizocfonia 
sp.，形態的な特徴から同一種と考えられる未同定の糸状
菌がいつも分離された. しかし，これらの糸状菌は健全
株からも分断された.また，九州地方で分離され本症の
病原菌と考えられている Cy!indrocarρ011sp.は分離され
なかった.
4.本主主催病株の根およびその周辺の土壌から線虫が
検出された. しかし，権病株と健全株との関で線虫街度
に一定の対応、関係はみられなかった.
5.分離菌の接種試験の結果，約13%の株に萎ちょう
が発生した. しかし，無接種でも萎ちょう株が見られ，
分離葱の接種が必ずしも本症を引き起こすとはかぎらな
かった.花芽を摘|徐し着果させない株では，根が白色で
健全であり萎ちょうの発生もなかった.
6. これらの結果から， 本症の発生は土壊の生物的要
因に加え，苗のウイルス汚染，なり疲れによるイチゴ自
体の生理的要因が関係していると推察した.
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Summary 
1n the Shonai dune of Yamagata prefecture it 
has been observed since 1980 that strawberries 
frequent1y wilted and finally blighted. 1n order to 
determine wheth巴ror not the disease was identical 
with the black root rot of strawberry (Negusareicho-
sho) described in Kyushu area some field observations 
、vereperformed in Hamanaka in Sakata. Furthermore 
some experiments were carried out to find the factors 
influencing the occurrence of th巴 disease.
At first the strawberries dwarfed. The roots 
became black in color and decayed. Then the plants 
began to wilt and blighted at the harvesting season. 
It was confirmed that th巴 diseaseoccurred severely 
in長巴ldsof continuous cropping over 3 years and in 
the non virus free plants as in Morioka NO.1. From 
al results， the disease was identified as the black 
root rot. 
When the soil was disinfected with chloropiclin 
th巴diseasedid not occur in ei ther the virus free or 
the non virus free plants. But in the non disinfected 
soil (control soil) it occurred only in non virus free 
plants. 
9 
Fusarium st.， Rhizoctonia st. and other morpholo. 
gically homogen巴ousfungi were isolated from crowns 
and roots of both diseased and healthy plants. On the 
contrary， Cylindrocarton st. which was consider巴dto 
cause th巴diseasewas not isolated from any materials. 
Nematode was found to 1ive in the root surface and 
rhizosphere soil of the plants. But difference in the 
density was not obtained between diseas巴d and 
healthy plants. 
When the isolated fungi were inoculated at the 
root approximately 13% of the tested plants wilted. 
However the same results were also obtained from 
the control of the plants. When the fruits of the 
plants were eliminated by thinning， the roots were 
not discolored and the disease did not occur. 
From the above results， the occurrence of the 
black root rot of strawberries is thought to be 
governed by contamination of the plants by virus and 
physiological conditions of the plants in relation to 
heavy fruit product in addition to biological factors 
of soil. 
